
施策の柱

１ 水環境保全

２ 湖辺面活用・まちづくり

３ 調査研究・学びの推進

１ 八ヶ岳・霧ヶ峰の魅力
   を活かした総合的な振
   興方策の検討

２ 縄文やユニバーサル
ツーリズムなど特色ある広
域観光の推進

３ ジビエや景観など山の
恵みの利活用

（参考）

地域の
特長と
課題

○ 県内有数の観光地であり、憩いの場、健康づくりの場としても親しまれる「諏訪湖」を擁し、自然環境に恵まれ、雲上ドライブが楽し
めるビーナスラインで 名高い「八ヶ岳・霧ヶ峰」に   囲まれた緑輝く地域
○ 諏訪湖のヒシの大量繁茂や湖底の貧酸素状態への対応、八ヶ岳・霧ヶ峰の生態系や景観の保全、地域の魅力を活かした観光地
域づくりが求められている。

諏訪地域の横断的な課題

八ヶ岳・霧ヶ峰の魅力
を活かした地域づくり
の推進

★「八ヶ岳広域情報交換会」の開催（１回）
★「八ヶ岳広域情報交換会担当者会」の開催（３回）
★関係団体と意見交換（５回）

◆日本遺産認定(H30.5.24)
　　・甲信縄文文化発信・活性化協議会設立（H30.7.25）
　　・日本遺産魅力発信推進事業（甲信縄文フェスティバルの開催 H31.3.21等）
◆ビーナスラインなど安全で快適な道路環境の整備
　（舗装修繕約530ｍ、道路案内標識設置 8か所）
●ユニバーサル視点での、宿泊施設等観光客受入施設における受入体制等調査の実施
   （H30.12～H31.3　25箇所）
★ユニバーサルフィールドづくりの推進  【県長寿社会開発センター】
　(1)地域トラベルサポーターの活動支援
　　・シニアの活動促進
　　・あいサポートフォーラム等への参加促進
　(2)高齢者への周知、イベントへの参加促進活動
　　・ユニバーサルフェス（富士見高原）他のイベント等への参加（延べ30回）
●八ヶ岳登山安全啓発・観光ＰＲ　（京王電鉄新宿駅観光案内所ブース借上げ
　 H30.4～H31.3、都内ＰＲイベント H30.6.29.30及び H30.12.7,8）
●サイクルツーリズムの推進（モデルルート実走調査  信濃境～諏訪湖　H30.8.26）
★信州ビーナスライン連携協議会との連携（企画運営部会等出席）
★「信州ビーナスライン輝く道づくり」によるビーナスラインの一斉清掃参加
    （H30.7.11  461名参加）
●農業水利施設の観光利用促進事業モニターツアー（H31.3.2）

●外来植物・優占植物除去による高原の植生の回復(再生実施計画）：計８日、
　（延べ367人、外来植物4.27ｔ除去、優占植物３ha刈取り）
●ニホンジカの食害から植生を保護するための防護柵の設置：６箇所、延べ14.56kｍ
◆諏訪の農畜産物の魅力発信
　  ・セルリー、牛乳等の農畜産物消費拡大イベント（２回）
　  ・食品事業者等と農業者とのマッチング交流会（農家15件、業者39件参加）
●鹿肉ジビエ料理コンテストの開催（H31.2.26）
◆霧ヶ峰自然保護センター機能強化検討会の開催（３回）
●霧ヶ峰自然環境保全次期基本計画策定支援（３月改訂予定）

　【平成30年度】
横断的な課題 具体的な事業の取組状況・事業実績

諏訪湖を活かしたま
ちづくり
（諏訪湖創生ビジョン
の推進）

◆水草刈取船による湖内のヒシ刈取り、沈殿ﾋﾟｯﾄ、植生水路による水質浄化
　　ヒシ刈取り：約510ｔ・沈殿ピット：経過観察・植生水路：約420m設置（上川）
◆貧酸素対策等に向けた湖底形状の調査（H31.1まで）
◆流入河川（新川）における小型刈取船によるヒシ刈取り（約25ｔ）
●諏訪湖貧酸素及び底質改善効果検証（H30.6.8～H30.12.27）
◆ヒシ除去作業（H30.7.2,3）:計7.3ｔ(湿潤)、延べ35団体、96名
★ワーキンググループの開催：ごみの無い諏訪湖 ４回
●魚食性鳥類の水産被害防止対策の検討
　ドローンを活用した魚食性鳥類の追払実証（８月、12月に実施）
◆カモ類生息個体数調査（６月、10月、１月に実施）
◆淡水シジミモニタリング調査（５月、８月、11月に実施)
◆水生植物調査（８月に実施)
◆動物プランクトン、水質定期調査（毎月、月１～２回実施)
★諏訪湖と共存する長野県環境にやさしい農産物認証取得支援：取組実績105.63ha

◆流入河川河口部等での治水・利水浚渫
　（砥川・横河川・上川・宮川・衣之渡川・千本木川等）
◆防災拠点整備に伴う護岸整備着手
　（下諏訪町漕艇庫　11月）
◆諏訪湖周サイクリングロード整備着手
　（新川～武井田川の間約650m　11月）
★「河川空間のオープン化」に向けた取組支援
　（河川空間オープン化セミナー等開催　H30.8.30、H31.3.12）
★サイクリングロード・ジョギングロードの利活用に係る意見交換
　（第３回湖辺面活用・まちづくり部会ワークショップ開催　H30.11.5）
◆諏訪湖自転車活用推進計画の策定（H31.3）
●サイクルツーリズムの推進（モデルルート実走調査  信濃境～諏訪湖　H30.8.26）
●カヌー体験会の実施(H30.9.29  諏訪湖学習ツアー時同時開催)

◆諏訪湖環境研究センター（仮称）あり方検討会の開催（４回）
★クリーンレイク諏訪ふれあいまつりへ諏訪湖創生ビジョンの出展（H30.9.8）
★水草学習会（H30.6.27）:計32名
★出前講座：「諏訪湖学習」（H30.10.24）:高島小学校６年１部
●諏訪湖学習ツアー(H30.9.29)
★ワーキンググループの開催：諏訪湖の日 ４回

●地域振興推進費

◆部局予算

★ゼロ予算


